
市民の命を守るため、高梁川の

ダムコントロールを訴える

黒鳥ダム

小阪部川ダム

千屋ダム

河本ダム河本ダム

日羽水位観測所日羽水位観測所

　高梁川水系のダム。赤く
塗った４つのダムの放流量
が、高梁川の水位を大きく
左右する

ダム管理者に、緊急時は事前放流しておくよう訴える片岡市長

西
日
本
豪
雨
を
踏
ま
え
、

高
梁
川
の
洪
水
被
害
軽

減
に
向
け
て
話
し
合
う
意
見
交

換
会
が
12
月
14
日
、
岡
山
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
日
本
豪
雨
で
は
、
流
域
の

ダ
ム
の
放
流
量
が
増
加
し
、
複

数
カ
所
で
堤
防
が
決
壊
、
越
水

し
て
甚
大
な
被
害
が
発
生
。
緊

急
時
の
放
流
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
う
た
め
、
新
見
市
、

高
梁
市
、
倉
敷
市
、
総
社
市
の

市
長
、
県
、
国
、
中
国
電
力
株

式
会
社
の
代
表
者
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

会
で
は
、
岡
山
河
川
事
務
所

の
担
当
者
が
西
日
本
豪
雨
の
被

害
状
況
を
説
明
。
そ
の
後
、
放

流
や
水
位
上
昇
に
関
す
る
情
報

提
供
、
豪
雨
が
予
想
さ
れ
る
場

合
の
事
前
放
流
な
ど
に
つ
い
て

各
市
長
が
提
言
し
ま
し
た
。

　

片
岡
市
長
は
、「
二
度
と
死

者
を
出
さ
な
い
た
め
に
、
ダ
ム

管
理
者
に
は
で
き
る
限
り
の
事

前
放
流
を
し
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
か
け
ま
し
た
。
県
の
佐
藤

副
知
事
は
４
市
長
の
提
言
に
つ

い
て
、「
県
民
の
生
命
と
財
産

を
守
り
、
被
害
を
軽
減
す
る
こ

と
を
必
ず
や
ら
な
い
と
い
け
な

い
」
と
、
中
国
電
力
の
代
表
者

は
、「
４
市
長
の
意
見
・
要
望

を
大
変
重
く
受
け
止
め
た
。
今

回
の
ダ
ム
操
作
を
検
証
し
、
今

後
何
が
で
き
る
の
か
真し
ん

摯し

に
検

討
し
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
こ
の
意
見
交
換
会
を

踏
ま
え
て
、
今
後
も
適
正
な
ダ

ム
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
伐
木
・

し
ゅ
ん
せ
つ
な
ど
を
国
、
県
、

中
国
電
力
に
強
く
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
室

（
☎
92
８
５
９
９
）

２
市
町
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定

協　定

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
室
（
☎
92
８
５
９
９
）

熊
本
県
益
城
町
、
福
井
県
小
浜
市
と
締
結

　

総
社
市
は
、
大
規
模
災
害
に

備
え
る
た
め
、
県
内
外
の
地
方

自
治
体
や
民
間
各
種
団
体
と
さ

ま
ざ
ま
な
防
災
協
定
を
結
ん
で

い
ま
す
。

　

11
月
19
日
に
、
熊
本
県
益
城

町
と
「
災
害
時
に
お
け
る
相
互

応
援
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
。
総
社
市
役
所

で
協
定
締
結
式
を
行

い
、
益
城
町
の
西
村
博

則
町
長
と
片
岡
市
長
が

協
定
書
に
署
名
し
ま
し

た
。
西
村
町
長
は
、「
大

雨
を
経
験
し
た
総
社
市

と
熊
本
地
震
を
体
験
し

た
益
城
町
の
協
定
は
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
確
信
し
て
い
る
」

と
、
片
岡
市
長
は
、「
西

日
本
豪
雨
の
と
き
は
、

益
城
町
か
ら
多
大
な
ご
厚
意
を

い
た
だ
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
良

き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
互
い

に
支
え
合
え
る
よ
う
な
関
係
を

続
け
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

11
月
30
日
に
は
、
福
井
県
小

浜
市
と
も
書
面
で
同
様
の
協
定

を
結
び
、
災
害
時
の
応
援
を
約

束
し
ま
し
た
。

　

両
協
定
で
は
、
大
規
模
災
害

が
発
生
し
た
際
、
食
料
や
飲
料

水
の
供
給
、
必
要
な
資
機
材
の

提
供
、
職
員
の
派
遣
を
行
う
こ

と
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

県
外
の
自
治
体
と
災
害
時
相

互
応
援
協
定
を
締
結
し
た
の

は
、
益
城
町
が
11
件
目
、
小
浜

市
が
12
件
目
で
す
。
市
が
締
結

し
て
い
る
防
災
協
定
は
、
64
協

定
、
１
０
７
団
体
（
12
月
14
日

現
在
）
と
な
り
ま
し
た
。

協定書を手に握手を交わす西村町長と片岡市長

赤米こども交流 in 新本
鹿児島県南種子町　茎南小学校から

横断幕を持ち出迎える新本小学校の児童

　交流の記
念 と し て、
児童らが幕
に手形をと
りメッセー
ジを寄せ書
きした

　赤米を神事用として栽培している鹿児島県南種子町、
長崎県対馬市、総社市では、赤米文化を保存し継承する
ため、相互に交流を図る事業を行っています。その一環
として、各市町の小学生がそれぞれの地域を訪問し伝統
や文化を学ぶ、赤米こども交流事業が今年度からスター
トし、８月に新本小学校の６年生が南種子町の茎

けいなん

南小学
校を訪れました。
　11 月 24 日には茎南小学校の４年生から６年生までの
８人を新本小学校に迎え、本庄国司神社や新庄国司神社
の見学などを行いました。また、総社赤米大使の相川七
瀬さんも参加し、交流を深めました。
　３市町に残る貴重な赤米文化を次世代へとつないでい
くため、今後も交流事業を推進していきます。
　問い合わせ　文化課文化財係（☎92８３６３）

そうじゃ復興レポート

　地震や豪雨といった大規模災害時に、
ガソリンや灯油の供給に支障をきたすこ
とがないよう、初めて市内のガソリンス
タンドに自家発電装置が設置されまし
た。
　設置されたのは、株式会社角藤田総社
中央ＳＳと、有限会社山本石油店総社西
ＳＳの２店舗です。
　自家発電装置の設置は、過去の大規模
災害時に停電が発生し、スタンドの機能
が停止したことを受けた国の対策の一環
です。
　問い合わせ　危機管理室（☎92 8599）

災害時の燃料供給をスムーズに

自家発電装置を
市内の２ＧＳが設置
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